

















































50mL のコニカルチューブに入れ 3000rpm で 10 分間遠心し、上清を新しいコニカ
ルチューブに移す。沈殿物は捨てる（きれいなので食べてもいい）。蒸留水を加えて
50mL 程度にした後、Na2HPO4 を 1g 加えて（12 水和物では 2.4g）、1N の HCl で
pH を 7.0 に合わす。これを、蒸留水で 1000mL に希釈してオートクレーブし、保存
液とする。ゾウリムシの増殖・継代では、これをコニカルチューブに 24mL とりゾウ
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１L の三角フラスコに蒸留水 500mL をいれ、これに液体カロリーメイトを 0.5mL
加える。さらに、ゾウリムシ培養液を 2 ～ 3mL 入れ、アルミ箔で蓋をして 25℃に置












ラスコの口に綿栓をして、間欠滅菌（100℃ 15 分を 3 日間）し、冷蔵庫で保存する。
冷凍保存してもよい。使用する際には、これを蒸留水で 40 倍希釈し、NaHCO3 を













く振って混ぜ、これを 50μL とりスライドガラスに載せて、x2 対物レンズで泳いで
いるゾウリムシを数えて 1mL 当たりの細胞数として調べた（図 2）。ゾウリムシの密
度から予想される増殖は、培養ごとに大きなばらつきがあったが、これが不慣れでや
や雑な実験手技によるものか本来のものかは不明である。すべての培養で、継代開始
60 日目でゾウリムシは絶滅した。その一方で、継代開始後 1 か月（30 日）目では、
すべての培養で一定数の密度のゾウリムシがみられた。このことから、継代開始後 1












































医学の「線毛」と同じ cilia, cilium を指す。生物学で「繊毛」と記載するのは、原核
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